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岩

尾

一

史

　
誤
解
を
恐
れ
ず
に
言
え
ば
、
チ
ベ
ッ
ト
の
歴
史
文
献
は
次
の
二
種
類
に
分

け
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
ま
ず
一
つ
自
は
敦
煙
や
中
央
ア
ジ
ア
か
ら
発
見
さ
れ
た
古
チ
ベ
ッ
ト
語
出

土
史
料
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
古
代
チ
ベ
ッ
ト
帝
国
統
治
下
、
あ
る
い
は
帝
国

崩
壊
後
に
記
さ
れ
た
。
出
土
史
料
の
大
半
は
ま
ず
仏
典
で
あ
る
が
、
中
に
は

『
編
年
記
騙
（
沁
亀
ミ
§
隷
§
N
奪
ミ
ミ
恥
）
や
『
年
代
記
撫
（
肉
詰
ミ
↓
§
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

§
N
G
ミ
§
ミ
鴨
）
な
ど
第
一
級
の
同
時
代
歴
史
史
料
を
も
含
む
。
そ
れ
ら

の
紀
年
は
、
チ
ベ
ッ
ト
が
敦
煙
や
タ
リ
ム
盆
地
南
側
諸
地
域
を
支
配
す
る
八

世
紀
後
半
か
ら
、
敦
燵
蔵
経
洞
が
閉
め
ら
れ
る
十
…
世
紀
初
頭
ま
で
で
あ
る
。

こ
の
時
期
の
文
献
の
最
大
の
特
徴
は
、
後
代
の
よ
う
な
仏
教
史
観
が
い
ま
だ

浸
透
し
て
い
な
い
と
こ
ろ
に
あ
り
、
従
っ
て
仏
教
が
浸
透
す
る
以
前
の
チ
ベ

ッ
ト
文
化
を
知
る
上
で
重
要
な
史
料
で
あ
る
。

　
二
つ
目
は
、
チ
ベ
ッ
ト
本
土
に
て
古
典
チ
ベ
ッ
ト
語
で
記
さ
れ
た
文
献
史

料
で
あ
る
。
古
典
チ
ベ
ッ
ト
語
に
よ
る
チ
ベ
ッ
ト
史
学
の
伝
統
は
、
十
一
世

紀
初
め
頃
か
ら
は
じ
ま
り
、
チ
ベ
ッ
ト
に
お
け
る
戒
律
復
興
の
動
き
と
ほ
ぼ

軌
を
一
に
し
て
い
る
。
こ
の
チ
ベ
ッ
ト
史
学
の
伝
統
は
、
現
在
に
い
た
る
ま

で
存
続
し
て
い
る
。
こ
の
時
期
の
文
献
の
特
徴
は
、
仏
教
史
観
に
強
固
に
裏

打
ち
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
両
者
の
連
絡
関
係
は
基
本
的
に
断
絶
し
て
い
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
挙
げ

ら
れ
る
の
が
、
九
世
紀
半
ば
に
お
こ
っ
た
古
代
チ
ベ
ッ
ト
帝
国
の
崩
壊
と
そ

れ
に
続
く
分
裂
の
時
期
で
、
こ
の
時
期
に
帝
国
期
の
多
く
の
記
録
が
失
わ
れ

て
し
ま
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
幾
つ
か
の
記
録
は
散
逸
を
免
れ
て
後
の
時
代
に
ま
で
生

き
延
び
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
こ
で
時
折
、
二
つ
目
の
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る

歴
史
文
献
に
お
い
て
も
、
帝
国
期
に
遡
り
得
る
よ
う
な
情
報
を
見
つ
け
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
た
だ
し
多
く
の
場
合
、
こ
れ
ら
古
い
情
報
は
仏
教

と
い
う
フ
ィ
ル
タ
ー
を
通
し
て
再
解
釈
・
改
変
さ
れ
て
い
る
の
で
、
取
り
扱

い
に
は
注
意
を
要
す
る
。
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本
稿
で
紹
介
す
る
『
バ
シ
ェ
』
、
ま
た
は
『
バ
［
氏
の
］
遺
教
臨
と
は
、

二
つ
目
の
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
チ
ベ
ッ
ト
歴
史
文
献
で
あ
る
。
古
典
チ
ベ
ッ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

ト
語
で
書
か
れ
た
歴
史
文
献
の
う
ち
最
も
古
く
、
そ
の
中
核
部
分
は
帝
国
期

に
遡
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
著
者
は
、
ツ
ェ
ン
ポ
・
チ
ソ

ン
デ
ツ
ェ
ン
治
下
の
大
臣
バ
・
セ
ル
ナ
ン
θ
σ
9
。
．
＼
ω
σ
鋤
ひ
Q
ω
蝕
ω
話
p
ひ
q
）
に
帰

せ
ら
れ
る
。
内
容
は
、
ツ
ェ
ン
ポ
（
チ
ベ
ッ
ト
皇
帝
）
で
あ
っ
た
チ
ソ
ン
デ

ッ
ェ
ン
（
喜
二
段
8
ゆ
q
置
①
σ
陰
。
・
磐
■
在
位
七
五
五
？
1
七
九
七
）
治
下
に

お
い
て
仏
教
が
如
何
に
チ
ベ
ッ
ト
に
根
付
い
た
か
、
ま
た
勅
書
寺
院
で
あ
る

サ
ム
イ
ェ
建
立
の
縁
起
、
そ
し
て
チ
ベ
ッ
ト
の
宗
論
（
イ
ン
ド
仏
教
と
中
国

仏
教
と
の
討
論
）
の
始
終
が
詳
細
に
記
さ
れ
る
。
特
に
こ
の
宗
論
の
結
果
、

チ
ベ
ッ
ト
は
イ
ン
ド
仏
教
を
取
り
入
れ
る
こ
と
に
な
り
、
後
世
の
チ
ベ
ッ
ト

仏
教
の
あ
り
方
を
決
定
づ
け
た
の
で
あ
る
か
ら
，
必
然
的
に
、
璽
バ
シ
ェ
』

は
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
史
に
と
っ
て
不
可
欠
の
書
と
な
り
、
プ
ト
ン
・
リ
ン
チ
ェ

ン
ド
ゥ
プ
（
じ
σ
¢
ω
8
郎
主
情
。
冨
p
ひ
q
歪
σ
．
～
二
九
〇
1
｝
三
六
四
）
を
は
じ

め
と
す
る
学
者
た
ち
が
古
代
史
を
記
す
際
、
本
書
に
依
拠
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
研
究
者
の
問
に
お
い
て
も
『
バ
シ
晶
へ
の
注
匿
度
は
高
く
、
幾
多
の
優

れ
た
研
究
が
発
表
さ
れ
て
き
た
。
特
に
次
の
四
点
は
、
本
書
の
特
徴
や
問
題

点
を
簡
潔
に
記
し
て
お
り
、
手
っ
取
り
早
く
問
題
の
所
在
を
知
る
の
に
便
利

で
あ
る
。

〉
．
H
．
＜
o
ω
嘗
幹
。
〈
（
霊
シ
即
0
『
○
∬
冥
餌
（
け
こ
（
ら
刈
9
類
魯
鳴
ミ
篭
顛
蔑
ミ
㌧
阜

　
ミ
ト
§
ミ
ミ
越
層
0
巴
。
痛
鱒
鋭
菊
．
P
℃
捲
ω
ω
（
ω
o
く
δ
θ
ぎ
島
。
δ
題
ω
①
同
δ
ρ

　
　
③

　
累
。
．
ど
の
う
ち
、
窓
』
ω
l
N
①
．

＜
窪
α
興
丙
三
百
（
δ
○
。
婁
、
，
ミ
旨
洗
脳
醤
翁
ミ
Q
沁
§
§
嚇
G
§
壁
ミ
N
ミ
§
8

　
＼
8
筈
Φ
U
U
ω
£
。
彗
団
9
。
ω
O
Φ
σ
碧
ρ
．
．
爵
N
貯
簿
H
×
－
O
P
窓
O
∴
○
◎
心
の
、

　
》
b
℃
窪
島
冥
（
b
℃
’
｝
刈
①
1
｝
O
O
O
）
’

℃
口
唇
∪
撃
≦
O
o
α
食
⑩
8
）
’
．
．
ω
o
日
Φ
器
日
喫
器
o
p
9
Φ
ω
鐙
け
二
ω
き
恥
臼
①

　
α
碧
ぎ
伽
q
9
9
①
ω
u
σ
節
ぴ
N
冨
9
．
．
↓
ぎ
§
腎
ミ
鳶
ミ
謡
ミ
．
＜
o
即
一
伊
旨
ρ
《

　
O
℃
」
G
。
α
1
ぱ
o
Q
．

℃
興
ω
母
Φ
蓼
2
（
6
潔
V
”
↓
帖
魅
僑
ミ
§
し
。
黛
織
職
ミ
累
顛
暫
ミ
弾
碁
、
§
書
、
↓
曹

　
§
ミ
ミ
鳶
ミ
ミ
§
ミ
§
晦
嚇
ぎ
肉
亀
ミ
O
§
鳴
ミ
薦
紺
ら
。
－
芝
一
Φ
ω
σ
巴
Φ
『

　
頃
幽
静
ω
ω
o
講
説
の
、
O
や
①
。
。
ω
ふ
ω
㎝
・

本
稿
の
記
述
も
上
記
の
四
研
究
に
大
き
く
依
拠
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
『
バ
シ
ェ
』
に
関
す
る
研
究
は
、
次
に
紹
介
す
る
二
種
類
の
噌
バ
シ
ェ
』

写
本
が
出
版
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
大
き
く
進
展
し
た
。
た
だ
し
、
二
一
世

紀
に
入
る
や
岡
バ
シ
ェ
臨
を
め
ぐ
る
史
料
状
況
は
～
変
し
、
現
在
新
た
な
局

面
を
迎
え
つ
つ
あ
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
ま
ず
、
現
在
手
に
入
る
『
バ
シ

ェ
』
写
本
の
書
誌
情
報
を
述
べ
、
次
に
現
在
の
『
バ
シ
ェ
隔
研
究
の
課
題
を

述
べ
た
い
。
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こ
の
書
の
チ
ベ
ッ
ト
史
学
に
お
け
る
重
要
性
と
そ
の
来
歴
の
複
雑
さ
を
、

欧
米
の
学
界
に
初
め
て
紹
介
し
た
の
は
、
お
そ
ら
く
ロ
シ
ア
の
チ
ベ
ッ
ト
学

者
く
。
ω
け
吋
蒔
。
＜
（
一
九
〇
四
1
一
九
三
七
）
で
あ
る
。
骨
折
の
天
才
学
者
の

遺
作
と
し
て
出
版
さ
れ
た
『
チ
ベ
ッ
ト
の
歴
史
文
学
』
（
§
富
§
腕
輻
¢
ミ
壌

勘
ミ
ト
§
ミ
ミ
鳶
）
に
お
い
て
、
『
バ
シ
ェ
漏
が
最
古
の
歴
史
文
学
と
し
て
紹

介
さ
れ
て
お
り
（
同
書
二
四
－
二
六
頁
）
、
簡
潔
か
つ
要
を
得
た
説
明
は
、

今
で
も
一
読
の
価
値
が
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
『
バ
シ
ェ
圏
は
そ
も
そ
も

稀
血
合
に
属
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
彼
自
身
が
本
書
自
体
を
実
見
す
る
こ
と

は
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
『
バ
シ
ェ
』
写
本
が
初
め
て
出
版
さ
れ
た
の
は
、
二
十
世
紀
も
半
ば
を
過

ぎ
た
～
九
六
一
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

即
〉
’
ω
冨
旦
9
ミ
。
ミ
§
措
、
㈹
§
．
・
織
§
謹
§
“
砺
織
§
吏
織
⑭
」
的
じ
口
摯
隷
ミ
▼

　
℃
曽
畿
曾
〉
α
匡
Φ
富
－
竃
蝕
の
o
p
P
①
偉
く
β
お
①
｝
［
以
下
、
隅
バ
シ
ェ
》
騙
］

へ
九
三
六
年
か
ら
一
九
四
〇
年
、
ま
た
皿
九
四
六
年
か
ら
一
九
五
〇
年
ま
で

イ
ギ
リ
ス
代
表
（
一
九
四
七
年
以
降
は
イ
ン
ド
代
表
）
と
し
て
ラ
サ
に
駐
在

し
た
頃
轟
『
騨
国
畠
Ω
・
a
ω
o
⇒
が
、
ラ
サ
か
ら
将
来
し
た
写
本
の
フ
ァ
ク
シ

ミ
リ
版
で
あ
る
。
几
帳
面
な
有
頭
体
（
島
9
0
磐
）
で
記
さ
れ
た
こ
の
写
本

は
、
空
。
げ
霞
傍
o
p
か
ら
フ
ラ
ン
ス
の
碩
学
園
。
隊
〉
年
Φ
α
Q
り
脅
Φ
ぼ
の
も
と
に

送
ら
れ
、
そ
こ
で
研
究
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ω
8
ぎ
は
、
写
本
の
文
字

が
明
晰
で
あ
り
ま
た
出
版
す
る
の
に
も
適
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
写
本

の
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
を
出
版
す
る
こ
と
に
決
め
た
。
し
か
し
一
方
で
、
同
写
本

が
多
く
の
綴
り
字
の
誤
り
を
含
む
こ
と
か
ら
、
イ
タ
リ
ア
の
学
者
O
冨
叩

ω
Φ
需
↓
蓉
9
所
有
の
無
頭
体
（
匹
σ
二
三
Φ
α
）
の
バ
シ
ェ
写
本
と
対
校
を
施

す
こ
と
に
し
た
。
そ
し
て
、
衷
。
げ
輿
α
ω
8
将
来
の
写
本
写
真
と
、
ペ
ー
ジ

ご
と
の
簡
単
な
内
容
の
概
要
、
そ
し
て
簡
単
な
索
引
を
附
し
て
出
版
し
た
の

で
あ
っ
た
。
こ
の
時
点
で
は
テ
キ
ス
ト
を
訳
出
す
る
ま
で
に
は
到
ら
な
か
っ

た
の
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
こ
の
出
版
に
よ
り
、
『
バ
シ
ェ
』
写
本
が

初
め
て
学
界
に
提
供
さ
れ
た
こ
と
に
な
っ
た
。

　
さ
て
、
同
写
本
の
冒
頭
に
、
「
ツ
ェ
ン
ポ
で
あ
る
チ
ソ
ン
デ
ツ
ェ
ン
と
学

者
［
シ
ャ
ー
ン
タ
ラ
ク
シ
タ
と
］
阿
閣
梨
パ
ド
マ
［
サ
ム
バ
ヴ
ァ
］
の
と
き

に
、
ス
ー
ト
ラ
と
マ
ン
ト
ラ
を
区
分
な
さ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
の
、
補
足
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

れ
た
（
讐
9
。
σ
ω
σ
訂
ぴ
Q
ω
ヨ
島
。
）
バ
氏
の
遺
教
（
バ
シ
ェ
ご
と
あ
る
。
ま
た
、

同
写
本
九
二
頁
三
…
四
行
目
に
も
、
「
『
詳
細
な
バ
シ
ェ
騙
（
恥
貯
貯
ぎ
職

零
禽
鷺
）
と
し
て
知
ら
れ
る
［
書
］
は
注
釈
を
本
文
と
し
て
記
し
て
あ
る

の
で
、
文
が
よ
り
多
く
な
っ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
こ
の
バ
シ
ェ
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

は
、
『
補
足
さ
れ
た
バ
シ
ェ
漏
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
。
扁
と
あ
る
。
す
な
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わ
ち
、
こ
の
写
本
は
『
補
足
さ
れ
た
バ
シ
ェ
』
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
で
は
そ
の
補
足
さ
れ
た
箇
所
と
い
う
の
が
ど
こ
か
と
い
う
と
、
本
写
本
で

は
六
五
頁
第
一
六
行
か
ら
九
二
頁
第
九
行
ま
で
に
当
た
り
、
古
代
チ
ベ
ッ
ト

帝
国
の
滅
亡
か
ら
グ
ゲ
王
朝
に
い
た
る
ま
で
の
事
情
が
簡
単
に
ま
と
め
ら
れ

て
い
る
。

　
『
バ
シ
ェ
〉
』
の
成
立
年
代
に
つ
い
て
、
ω
け
①
ヨ
は
ぎ
瑛
0
9
0
ぼ
δ
導
く
－
8

に
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
「
こ
の
写
本
の
最
後
に
は
ア
テ
ィ
シ
ャ
の
入
蔵

が
言
及
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
版
は
、
つ
ま
り
十
一
世
紀
末
以
降
に
係
る
。
出
．

的
．
空
魯
p
乱
ω
o
コ
氏
は
十
四
世
紀
と
推
定
し
て
い
る
が
（
空
。
冨
巳
ω
o
芦
（
一
Φ
総
）
－

奪
§
§
叫
韓
¢
ミ
篭
q
ミ
向
ミ
。
財
“
ト
ぎ
舞
い
○
巳
。
戸
や
《
昌
噛
卜
。
）
、
～
方
、

Ω
Φ
霞
o
q
①
刃
。
①
胤
。
げ
氏
は
十
二
世
紀
ま
た
は
十
三
世
紀
の
あ
る
カ
ダ
ム
派
の

ラ
マ
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
る
（
目
頭
の
教
示
に
よ
る
と
。
し

か
し
刃
。
興
8
げ
氏
の
「
口
頭
に
よ
る
教
示
」
の
根
拠
が
何
か
は
分
か
ら
な
い
。

　
い
ず
れ
に
せ
よ
、
『
バ
シ
ェ
諺
匝
の
成
立
は
そ
れ
ほ
ど
古
く
遡
る
こ
と
は

で
き
ず
、
十
四
世
紀
あ
た
り
と
も
み
ら
れ
る
（
℃
器
き
ゆ
q
9
。
巳
U
圃
Φ
ヨ
σ
Φ
お
興

卜。

n
O
9
一
）
。
し
か
し
な
が
ら
注
目
す
べ
き
は
ニ
ャ
ン
レ
ル
・
ニ
マ
ウ
ー
セ
ル

（一

＝
`
四
－
一
一
九
二
？
）
著
の
『
ニ
ャ
ン
レ
ル
仏
教
多
角
（
G
諒
象
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

ミ
ミ
お
ミ
鳴
海
吻
塁
“
鳩
茜
も
。
客
ミ
山
鳴
偽
、
駿
、
田
富
ミ
鉢
十
二
世
紀
後
半
成
立
）

が
『
バ
シ
ェ
》
騙
の
補
足
部
分
と
ほ
ぼ
同
一
文
を
共
有
し
て
い
る
こ
と
で

あ
る
。
す
な
わ
ち
、
す
で
に
十
二
世
紀
に
は
バ
シ
ェ
の
補
足
部
分
の
テ
キ
ス

ト
が
す
で
に
完
成
し
、
か
つ
出
回
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
（
ω
o
話
郎
ω
Φ
昌

一
①
O
命
①
G
。
堅
①
G
。
α
）
。
そ
の
テ
キ
ス
ト
が
何
時
『
バ
シ
ェ
画
に
補
足
と
し
て
組

み
込
ま
れ
た
の
か
は
不
明
だ
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
補
足
部
分
と
て
十
二
世

紀
に
ま
で
遡
り
得
る
と
い
う
こ
と
は
、
『
バ
シ
ェ
幽
の
成
立
年
代
を
考
慮
す

る
際
に
留
意
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

　
な
お
、
伜
Φ
5
は
訳
注
を
出
版
す
る
に
至
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
別

に
中
国
語
訳
が
出
版
さ
れ
た
こ
と
を
付
言
し
て
お
こ
う
。

『
抜
協
訳
注
』
、
四
川
民
族
出
版
社
、
成
都
、
一
九
九
〇
．

本
書
は
中
国
語
訳
の
み
な
ら
ず
、
チ
ベ
ッ
ト
語
テ
キ
ス
ト
を
活
字
に
起
こ
し
、

ま
た
索
引
を
付
し
て
い
て
便
利
で
あ
る
。

　
ま
た
、
一
九
六
八
年
、
ダ
ラ
ム
サ
ラ
よ
り
隅
バ
シ
ェ
舳
の
活
字
本
が
次
の

よ
う
な
表
題
に
て
出
版
さ
れ
た
。

寡
§
鴨
博
。
隷
ミ
筑
ぐ
§
晦
ミ
恥
伽
冴
§
柚
職
§
お
§
ぎ
§
N
腎
。
。
・
、
暮
§
§

博
解
織
ミ
ミ
．
帖
賎
器
ミ
織
。
讐
凌
8
鋤
ミ
ミ
幕
下
職
篭
賢
、
帖
勉
貯
細
書
織
簿
婆

　
伽
套
ミ
蟄
ω
冨
ω
「
眞
眉
9
。
吋
塞
げ
9
。
冨
α
q
魍
∪
げ
震
鋤
B
ω
巴
ρ
一
8
0
◎
．

こ
の
書
は
ω
8
ぼ
ち
曾
と
同
じ
表
題
を
持
つ
。
U
碧
ζ
輿
酔
ヨ
（
お
ゆ
S
N
ω
）189 （189）



に
よ
る
と
、
本
書
は
ω
肯
①
6
版
の
コ
ピ
ー
で
あ
り
内
容
も
ほ
ぼ
同
一
で
あ
る

と
い
う
。

　
上
記
の
『
バ
シ
晶
に
加
え
、
一
九
八
○
年
、
新
た
な
『
バ
シ
晶
が
中

国
か
ら
活
字
版
と
し
て
出
版
さ
れ
た
。

ζ
ゆ
q
8
8
吋
題
9
。
一
尉
房
『
嘗
（
Φ
9
’
の
競
落
ぎ
9
筈
一
ユ
ひ
q
ω
3
Φ
興
⊆
諮
ぴ
q

　
咋
訂
昌
堕
℃
①
o
汐
鱒
一
Φ
○
。
ρ
［
中
国
語
表
題
：
巴
色
朗
（
著
）
、
『
巴
愚
筆
、

　
民
族
出
版
社
、
北
京
、
一
九
八
○
［
以
下
、
『
バ
シ
ェ
じ
σ
巴
．

　
ζ
Φ
q
o
ロ
燭
。
脱
尊
£
。
一
B
畠
置
き
氏
編
集
に
よ
る
『
バ
シ
ェ
臨
の
活
字
版
で
あ

る
。
「
説
明
」
（
o
q
ω
曽
一
　
ぴ
ω
ぴ
鋤
儒
）
に
よ
る
と
、
本
書
は
民
族
文
化
宮
図
書
館
所

蔵
の
写
本
、
西
蔵
自
治
区
榿
案
局
所
蔵
の
写
本
、
顯
蔵
社
会
科
学
院
の
元
所

長
℃
げ
募
け
終
。
ひ
q
の
δ
冨
吋
ぽ
⑰
q
氏
所
蔵
の
写
本
を
基
に
し
て
出
版
さ
れ
た
。

た
だ
し
、
奥
書
に
は
別
に
「
本
書
根
拠
民
族
文
化
宮
図
害
館
収
蔵
的
手
写
本

整
理
出
版
」
と
記
し
て
あ
る
か
ら
、
民
族
文
化
宮
の
写
本
を
底
本
に
し
、
他

の
二
写
本
を
対
校
本
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
口
絵
に
写
本
の
写
真
が
付
さ
れ

て
お
り
、
無
頭
体
で
書
写
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
内
容
は
隅
バ

シ
ェ
〉
臨
と
明
ら
か
に
異
な
る
の
み
な
ら
ず
、
よ
り
古
い
形
を
残
す
と
み

な
さ
れ
、
お
よ
そ
十
二
世
紀
に
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
（
G
o
Q
話
⇔
ω
Φ
⇒

｝
ゆ
溝
　
①
ω
心
）
。
な
お
、
テ
キ
ス
ト
の
奥
書
に
よ
る
と
、
写
本
自
体
は
あ
る
鉄

寅
年
（
庚
寅
）
八
月
吉
日
に
G
。
p
鴇
ω
の
主
（
窪
窓
口
冨
）
で
あ
る
U
α
g
B

σ
¢
ヨ
節
Z
同
＞
9
・
お
鋤
ω
ご
α
三
な
る
人
物
に
よ
っ
て
写
さ
れ
た
（
噸
バ
シ
ェ
黒
、

八
二
頁
）
。

　
こ
こ
に
お
い
て
、
～
…
種
類
の
写
本
が
学
界
に
紹
介
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

こ
の
二
種
類
の
『
バ
シ
ェ
紬
に
、
他
書
引
用
の
『
バ
シ
轟
逸
文
を
加
え
た

上
で
、
先
に
述
べ
た
よ
う
な
『
バ
シ
ェ
』
研
究
が
陸
続
と
発
表
さ
れ
た
の
で

あ
っ
た
。

＊

＊

　
状
況
が
一
変
し
た
の
が
、

版
さ
れ
て
か
ら
で
あ
る
。

＊
二
〇
〇
一
年
に
全
く
新
た
な
系
統
の
写
本
が
出

℃
p
ω
き
ゆ
q
芝
磐
o
Q
9
碧
瓢
直
配
紹
鋤
吋
住
票
Φ
ヨ
σ
Φ
お
9
島
脱
、
貯
書
驚
き
鴨

　
謁
亀
ミ
〉
貯
、
ミ
ミ
鴨
G
§
＄
こ
嚇
隠
お
ミ
驚
じ
。
ミ
蝿
等
お
ミ
b
ロ
ミ
織
恥
諒
額
、
恥

　
b
o
6
ミ
謹
8
§
い
無
響
＜
Φ
臣
p
。
o
q
占
居
○
ω
け
Φ
瑳
似
。
葺
ω
臼
2
＞
冨
α
①
ヨ
帥
Φ

　
α
興
≦
δ
ω
Φ
諺
魯
9
。
津
①
戸
芝
δ
ロ
b
O
O
O
［
以
下
、
噛
ワ
シ
ェ
巴

こ
の
写
本
は
ラ
サ
の
西
蔵
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
る
。
全
部
で
三
一
葉
あ
る
三

一
・
五
×
七
・
五
㎝
の
小
テ
キ
ス
ト
で
、
無
頭
体
で
記
述
さ
れ
て
い
る
。
写
本

は
三
部
で
構
成
さ
れ
、
す
な
わ
ち
、
第
一
部
（
…
葉
表
～
二
五
葉
裏
）
は
テ
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キ
ス
ト
本
文
、
第
二
部
（
二
五
葉
裏
～
二
六
葉
表
）
は
バ
・
セ
ル
ナ
ン
の
娘

の
死
と
バ
・
サ
ン
シ
の
死
に
つ
い
て
の
短
い
記
述
、
そ
し
て
第
三
部
門
二
六

葉
表
～
三
一
葉
裏
）
は
§
ω
讐
9
。
μ
な
る
仏
教
儀
式
の
歴
史
に
関
す
る
記
述

で
あ
る
。
テ
キ
ス
ト
の
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
注
や
補
足
が
見
ら
れ
る
が
、
本
文

と
は
別
人
の
手
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
第
三
部
も
や
は
り
前
の
二
部

と
は
別
人
の
手
に
よ
る
。

　
こ
の
写
本
の
最
大
の
特
徴
は
な
ん
と
い
っ
て
も
そ
の
題
名
で
あ
る
。
も
と

も
ど
『
バ
シ
ェ
匝
と
は
バ
氏
の
遺
教
で
あ
る
。
バ
氏
と
は
古
代
チ
ベ
ッ
ト
時

代
か
ら
続
く
名
族
で
あ
り
、
古
代
チ
ベ
ッ
ト
帝
国
一
代
を
通
じ
て
重
要
な
役

割
を
果
た
し
た
こ
と
で
有
名
で
あ
る
が
、
問
題
は
そ
の
氏
族
名
の
綴
り
で
あ

る
。　

古
チ
ベ
ッ
ト
語
で
は
、
碑
文
か
ら
敦
藁
紙
文
書
に
至
る
ま
で
、
バ
の
氏
族

名
は
必
ず
活
餌
．
（
。
・
）
と
綴
ら
れ
る
（
す
な
わ
ち
現
代
ラ
サ
方
言
で
は
ワ
と
発

音
さ
れ
る
）
。
し
か
し
、
後
世
の
チ
ベ
ッ
ト
語
文
献
で
は
ω
σ
鋤
ま
た
は
吋
び
p
。

と
綴
ら
れ
る
の
が
通
例
な
の
で
あ
る
（
つ
ま
り
現
代
ラ
サ
方
言
で
は
バ
と
発

音
さ
れ
る
）
。
今
ま
で
公
開
さ
れ
た
二
種
の
『
バ
シ
ェ
幅
写
本
で
も
、
そ
の

題
名
は
的
貯
簿
書
織
で
あ
り
、
ま
た
テ
キ
ス
ト
内
に
お
い
て
も
バ
氏
は
全
て

ω
冨
と
綴
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
新
発
見
の
写
本
で
は
、
題
名

が
b
貯
、
貯
幸
織
と
綴
ら
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
こ
の
題
名
自
体
、
同
写
本

が
よ
り
古
轍
を
反
映
し
て
い
る
こ
と
を
如
実
に
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
当
写
本
は
紀
年
を
も
た
な
い
。
し
か
し
、
℃
霧
き
ひ
q
馨
α
∪
δ
ヨ
σ
Φ
蹟
興

（N

n
O
9
一
マ
置
）
に
よ
る
と
、
（
1
）
一
般
的
に
中
世
チ
ベ
ッ
ト
文
語
に
は
現

れ
な
い
、
古
チ
ベ
ッ
ト
語
特
有
の
術
語
や
綴
り
が
現
れ
る
こ
と
、
（
2
）
古

チ
ベ
ッ
ト
語
史
料
と
記
述
が
一
致
す
る
箇
所
が
存
在
す
る
こ
と
、
（
3
）
古

典
チ
ベ
ッ
ト
語
史
料
、
そ
れ
も
中
期
以
降
に
現
れ
る
よ
う
な
伝
説
的
記
述
が

な
い
こ
と
、
と
い
う
三
つ
の
特
徴
が
観
察
さ
れ
、
し
た
が
っ
て
、
当
写
本
が

他
の
バ
シ
ェ
よ
り
も
古
い
系
統
に
連
な
る
と
考
え
ら
れ
る
、
と
い
う
。
さ
ら

に
本
出
版
の
℃
お
貯
8
に
て
、
勺
9
ω
Q
器
霧
①
口
は
テ
キ
ス
ト
の
成
立
を
十

一
世
紀
頃
と
推
定
し
て
い
る
（
勺
9
。
。
。
壁
α
Q
鴛
α
U
δ
ヨ
げ
興
⑳
興
b
o
O
O
9
妬
く
）
。

　
二
〇
〇
　
年
に
出
版
さ
れ
た
『
ワ
シ
蓋
は
、
学
界
に
多
大
な
衝
撃
を
与

え
、
か
つ
そ
の
簡
明
な
訳
注
に
よ
っ
て
概
ね
好
評
を
も
つ
て
迎
え
ら
れ
た
。

し
か
し
、
問
題
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
特
に
屏
腎
の
チ
ベ
ッ
ト
語
テ
キ
ス

ト
が
提
供
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
は
残
念
な
こ
と
で
あ
っ
た
。
巻
末
に
は
写
本

の
白
黒
写
真
が
附
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
を
参
考
に
各
自
が
テ
キ
ス
ト
を

作
れ
ば
良
い
と
養
わ
れ
れ
ば
そ
れ
ま
で
だ
が
、
実
際
の
と
こ
ろ
、
附
録
の
写

真
の
サ
イ
ズ
が
小
さ
く
、
多
く
の
箇
所
で
テ
キ
ス
ト
を
読
む
こ
と
が
で
き
な

い
の
で
あ
る
。
特
に
テ
キ
ス
ト
正
文
は
ま
だ
し
も
、
微
細
な
草
書
体
で
書
か

れ
て
い
る
挿
入
注
に
い
た
っ
て
は
、
読
解
は
ほ
ぼ
絶
望
的
で
あ
る
。

　
つ
ま
り
、
当
写
本
に
つ
い
て
今
後
の
課
題
は
校
訂
テ
キ
ス
ト
の
作
成
で
あ

る
。
た
だ
し
、
こ
の
欠
を
埋
め
る
べ
く
、
『
ワ
シ
ェ
騙
の
校
勘
テ
キ
ス
ト
を
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作
成
す
る
プ
ロ
ジ
エ
ク
ト
が
大
英
博
物
館
研
究
員
の
≦
o
げ
器
一
芝
自
ω
氏
を

中
心
に
進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
付
言
し
て
お
こ
う
。

　
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
新
写
本
の
『
ワ
シ
ェ
燥
が
古
い
系
統
に
属
す
る
こ

と
を
証
明
す
る
文
書
が
、
下
穿
文
書
の
中
に
見
つ
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の

新
文
書
の
報
告
が
次
の
論
文
で
あ
る
。

Go

a
B
＜
9
。
旨
ω
9
蝕
雨
承
α
色
心
N
島
ぼ
H
≦
8
（
8
8
［
卜
。
O
O
G
。
］
V
魑
、
．
男
建
ひ
q
臼
Φ
癖
ω

　
o
h
9
Φ
↓
Φ
ω
3
筥
①
馨
o
h
b
u
鋤
聴
o
B
U
億
⇒
げ
¢
p
⇒
o
q
噂
．
．
冒
黛
§
ミ
ミ

　
》
ミ
ミ
跨
§
燭
O
篭
§
ミ
N
⑦
8
暗
洲
本
O
Q
’
ω
・
b
P
ミ
『
ム
O
o
O
。
・

　
テ
キ
ス
ト
は
現
在
大
英
図
書
館
所
蔵
で
、
ω
壁
〉
類
里
ω
け
Φ
5
が
敦
焼
か

ら
持
ち
帰
っ
た
、
い
わ
ゆ
る
ス
タ
イ
ン
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
含
ま
れ
る
。
文
書

番
号
は
○
圏
．
。
。
昏
。
δ
＼
G
o
■
⑩
お
G
。
（
〉
）
＋
ω
．
一
ω
①
。
。
ω
（
○
）
で
あ
る
。
小
断
片
で
あ
り
、

テ
キ
ス
ト
も
わ
ず
か
六
行
を
残
す
の
み
で
あ
る
。
し
か
し
一
見
し
て
明
ら
か

な
と
お
り
、
テ
キ
ス
ト
は
古
チ
ベ
ッ
ト
語
の
書
体
で
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

内
容
は
、
シ
ャ
ー
ン
タ
ラ
ク
シ
タ
が
ラ
サ
に
到
着
し
た
と
き
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

に
あ
た
る
。
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
各
種
『
バ
シ
ェ
騙
に
載
る
有
名
な
も
の
で

あ
る
が
、
興
味
深
い
こ
と
に
、
本
断
片
の
そ
れ
は
『
バ
シ
ェ
》
』
や
『
バ

シ
ェ
じ
d
騙
よ
り
も
、
む
し
ろ
『
ワ
シ
ェ
臨
の
テ
キ
ス
ト
と
非
常
に
似
通
っ
て

い
る
の
で
あ
る
。

　
庶
母
文
書
が
発
見
さ
れ
た
蔵
経
洞
（
薫
煙
莫
高
這
第
十
七
窟
）
は
十
一
世

紀
初
頭
に
閉
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
文
書
の
下
限
は
十
一
世
紀
初
頭
で

あ
る
。
そ
う
な
る
と
、
こ
の
断
片
は
、
『
ワ
シ
島
系
統
の
写
本
が
他
の

『
バ
シ
ェ
棘
写
本
よ
り
も
古
層
に
属
す
る
こ
と
を
証
明
し
た
こ
と
に
な
る
。

ま
た
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
『
バ
シ
晶
の
原
型
が
紛
れ
も
な
く
十
一
世
紀

以
前
に
遡
り
得
る
こ
と
を
明
瞭
に
示
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
に
も
、

『
バ
シ
ェ
画
の
中
核
部
分
は
帝
国
期
に
遡
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
、

と
は
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
こ
の
断
片
の
発
見
に
よ
っ
て
、
我
々
は
『
バ

シ
藍
の
原
型
が
少
な
く
と
も
十
～
世
紀
以
前
に
成
立
し
、
そ
し
て
そ
れ
が

敦
煙
に
い
た
る
ま
で
流
通
し
て
い
た
こ
と
を
確
認
で
き
た
の
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
二
〇
〇
九
年
八
月
置
中
国
の
民
族
出
版
社
か
ら
新
た
に
噛
バ
シ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

島
の
編
纂
書
が
出
版
さ
れ
た
。

しd

ｿ
Φ
ω
醤
滋
9
《
沁
曾
曾
三
型
》
辱
書
韓
伽
磁
、
翁
噂
ζ
一
居
お
ω
住
ロ
①
ω
跨
虹
降

　
匪
磐
ゆ
q
魑
卜
。
O
O
Φ
［
徳
吉
、
『
《
巴
協
》
予
言
魅
、
北
京
　
民
族
出
版
社
］

　
堤
題
が
伝
え
る
と
お
り
、
職
バ
シ
ェ
撫
写
本
の
編
集
本
で
あ
り
、
中
国
各

地
に
あ
る
『
バ
シ
ェ
舳
四
点
を
活
字
に
起
こ
し
た
も
の
で
あ
る
。
四
点
の
表

題
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
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ω
切
融
§
曾
奪
誌
鴇
§
鴫
腎
財
犠
蕊
§
亮
ミ
ぎ
§
旨
亀
S
§
ミ
箇

　
感
織
織
ミ
織
、
賊
概
§
ミ
織
。
鶏
嚢
8
吻
ミ
ミ
譜
貸
蹴
辱
織
、
焼
動
曾
簿
譜
亀
簿
S
的

　
ぴ
套
ミ
織

働
の
ぎ
寒
N
ミ

㈹
O
ぎ
防
、
書
§
領
喩
旨
鷺
簿
慧
ミ
。

の
b
建
、
簿
討
鴨
織

こ
の
う
ち
ω
は
サ
キ
ャ
穿
に
所
蔵
さ
れ
る
写
本
で
あ
る
ら
し
い
が
（
同
書
：

三
頁
）
、
表
題
か
ら
も
そ
の
内
容
か
ら
も
G
。
汁
①
汐
6
曾
と
同
系
統
の
写
本
、

す
な
わ
ち
『
補
足
さ
れ
た
バ
シ
ェ
㎏
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
ま
た
同

様
に
、
偶
と
一
九
八
○
年
出
版
の
北
京
版
と
は
同
系
統
の
写
本
で
あ
ろ
う
。

ま
た
ω
が
『
ワ
シ
ェ
舳
で
あ
る
こ
と
も
間
違
い
な
か
ろ
う
。
こ
の
ω
に
つ
い

て
は
、
既
に
述
べ
た
と
お
り
評
ω
碧
伽
q
9
。
巳
O
δ
ヨ
σ
Φ
嶺
賃
N
O
O
O
で
は
文
書

写
真
の
み
が
公
開
さ
れ
、
い
ま
だ
テ
キ
ス
ト
が
作
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る

か
ら
、
今
般
の
活
字
版
は
歓
迎
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

　
一
方
、
㈹
は
今
ま
で
言
及
さ
れ
た
こ
と
の
な
い
写
本
の
よ
う
で
あ
り
、
少

な
く
と
も
筆
者
に
は
ど
の
よ
う
な
来
歴
の
も
の
か
知
ら
な
い
。
筆
者
は
現
段

階
の
と
こ
ろ
詳
細
に
テ
キ
ス
ト
を
比
較
検
討
し
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
今
後

こ
の
写
本
の
正
体
を
出
所
を
含
め
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

＊

＊

＊

　
以
上
、
『
バ
シ
ェ
』
写
本
に
つ
い
て
最
近
の
出
版
も
含
め
て
述
べ
た
。
総

じ
て
雷
え
ば
、
　
一
九
六
一
年
の
ω
お
ぎ
ち
曾
と
…
九
八
○
年
の
『
バ
シ
ェ

》
騙
、
『
バ
シ
ェ
U
d
撫
の
出
版
に
よ
り
研
究
が
高
ま
り
、
さ
ら
に
『
ワ
シ
ェ
』

の
出
版
以
降
、
ま
す
ま
す
バ
シ
ェ
へ
の
学
界
の
興
味
は
高
ま
り
つ
つ
あ
る
。

例
え
ば
、
二
〇
〇
八
年
十
一
月
二
四
日
、
、
．
b
貯
、
貯
ぎ
職
碧
α
夢
Φ
国
輿
ぼ

螢
の
8
贔
9
6
旨
無
．
．
と
題
し
た
『
ワ
シ
ェ
隔
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
が
ロ
ン

ド
ン
の
ω
o
げ
0
9
0
胤
○
話
①
簿
巴
磐
創
〉
良
。
鋤
コ
ω
密
臼
Φ
ρ
¢
臥
く
Φ
冨
淳
《
o
団

ピ
。
巳
8
に
て
開
催
さ
れ
た
。
一
日
の
み
の
比
較
的
小
規
模
な
セ
ミ
ナ
ー
で

は
あ
っ
た
も
の
の
、
一
つ
の
写
本
の
み
を
主
題
と
し
た
セ
ミ
ナ
ー
が
開
か
れ

る
こ
と
自
体
、
『
バ
シ
ェ
馳
、
特
に
隅
ワ
シ
ェ
舳
が
い
か
に
現
在
の
チ
ベ
ッ
ト

研
究
に
お
い
て
髪
長
を
集
め
、
ま
た
重
要
な
位
置
に
あ
る
か
を
う
か
が
い
知

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
な
お
筆
者
は
同
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
た
と

き
、
ち
ょ
う
ど
日
本
学
術
振
興
会
海
外
特
別
研
究
員
と
し
て
ロ
ン
ド
ン
の
大

英
図
書
館
に
長
期
滞
在
し
て
お
り
、
幸
い
に
し
て
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
以
下
は
セ
ミ
ナ
ー
の
当
日
研
究
報
告
リ
ス
ト
で
あ
る
。

｝
．
ω
鋤
ヨ
く
餌
p
ω
9
蝉
陣
磐
儲
H
≦
8
囚
p
聾
ω
亘
．
．
閃
轟
ひ
q
5
①
5
諺
。
囲
簿
Φ
侮
σ
餌
、

　
讐
a
蹄
O
白
日
這
p
閏
g
ひ
q
”
．
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P
ζ
8
げ
9
皿
毫
艶
6
鋤
p
◎
6
ω
①
吋
ぼ
ひ
q
O
o
o
㎝
q
貯
讐
ω
9
。
臣
o
q
－
．
、
○
σ
ω
重
く
鋤
口
o
p
の
。
臣

　
昏
①
ω
汁
毎
9
仁
話
鋤
冨
α
O
容
α
⊆
o
賦
。
昌
○
｛
筈
Φ
島
σ
p
、
N
げ
①
鳥
、
．

G
Q
．
い
①
≦
δ
O
o
臣
Φ
ざ
．
．
↓
げ
Φ
ぴ
ド
自
。
．
m
q
富
硲
ω
o
h
黒
幕
鳳
ω
8
5
伽
q
置
①
σ
け
ω
き
ぎ

　
叶
ロ
Φ
餌
び
鋤
．
σ
N
げ
Φ
q
．

爵
u
σ
鑓
P
α
O
昌
U
O
け
ω
O
戸
、
、
菊
①
ゆ
Φ
O
就
O
謬
ω
O
昌
臼
①
N
霧
讐
四
α
軸
5
α
旨
ω
O
冠

　
↓
8
簿
撃
ぎ
ゆ
二
Φ
郎
O
Φ
ω
、
．

㎝
．
霊
置
Φ
ぴ
q
碧
伽
U
δ
ヨ
σ
Φ
お
Φ
號
響
、
．
℃
o
節
8
血
糊
8
臥
Φ
ω
ぎ
昏
Φ
b
u
ロ
α
創
旺
ω
ぐ

　
b
σ
o
昌
O
o
α
Φ
σ
無
Φ
ヨ
嵩
ゆ
q
葺
。
隔
鋤
岩
げ
器
。
δ
笹
。
驚
き
Ω
き
け
腎
8
0
δ
伽
q
8
蝕

　
Φ
く
箆
Φ
謬
O
Φ
．
．

　
報
告
タ
イ
ト
ル
を
一
見
し
て
わ
か
る
と
お
り
、
『
ワ
シ
ェ
舳
写
本
自
体
に

つ
い
て
の
研
究
か
ら
テ
キ
ス
ト
内
容
に
つ
い
て
の
研
究
に
い
た
る
ま
で
、
多

角
的
か
つ
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
富
み
、
セ
ミ
ナ
ー
後
の
全
体
議
論
に
お
い
て

も
活
発
な
意
見
交
換
が
な
さ
れ
た
。

＊

＊

＊

　
『
ワ
シ
ェ
撫
の
出
現
に
加
え
、
黒
煙
出
土
の
『
バ
シ
ェ
睡
が
発
見
さ
れ
た

こ
と
と
、
そ
し
て
中
国
出
版
の
『
バ
シ
ェ
撫
活
字
本
が
出
現
し
た
こ
と
に
よ

り
、
『
バ
シ
ェ
撫
に
関
す
る
史
料
は
格
段
に
増
え
た
。
か
か
る
状
況
の
も
と
、

『
バ
シ
轟
に
対
す
る
関
心
は
今
後
ま
す
ま
す
盛
ん
に
な
る
こ
と
は
間
違
い

な
い
の
で
あ
る
。
以
下
、
筆
者
の
考
え
つ
く
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
述
べ
て

お
こ
う
。

　
ま
ず
は
、
本
書
の
成
立
事
情
に
つ
い
て
で
あ
る
。
隅
バ
シ
ェ
舳
の
由
来
は

必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
。
先
に
雷
及
し
た
『
ニ
ャ
ン
レ
ル
仏
教
史
聴
に

よ
る
と
、
チ
ソ
ン
デ
ツ
ェ
ン
が
ツ
ェ
ン
ポ
位
に
あ
っ
た
と
き
、
σ
冨
、
讐
ω
侭
ω

の
文
が
三
通
作
成
さ
れ
、
一
通
は
ラ
サ
に
、
｝
通
は
カ
ム
地
方
に
、
も
う
一

風
は
皇
帝
家
の
宝
物
庫
に
納
め
ら
れ
た
と
い
う
（
四
～
○
頁
）
。
こ
れ
と
ほ

ぼ
同
文
が
『
バ
シ
ェ
》
撫
と
『
バ
シ
ェ
し
d
』
に
見
ら
れ
る
。

　
さ
ら
に
、
『
バ
シ
ェ
灘
（
八
二
頁
）
に
は
「
【
そ
の
σ
網
建
．
ひ
q
酔
ω
蒔
ω
は
？
】
、

バ
・
セ
ル
ナ
ン
に
よ
る
詳
細
な
σ
訂
、
瞬
ω
蒔
ω
と
し
て
書
か
れ
た
。
サ
ム
イ

ェ
僧
院
の
σ
冨
．
o
q
酔
ω
蒔
ω
の
前
半
は
「
遺
教
」
（
σ
｝
ハ
鋤
、
　
O
】
P
の
b
P
ω
）
と
し
て
書
か

れ
た
が
、
サ
ム
イ
ェ
僧
院
【
の
縁
起
】
を
み
る
の
に
は
そ
れ
無
し
で
は
ど
う

し
ょ
・
γ
も
な
い
、
と
言
わ
れ
る
。
そ
れ
が
『
バ
シ
ェ
舳
と
し
て
知
ら
れ
る
の

で
あ
る
。
し
（
ω
σ
鋤
『
q
ω
9
。
ぢ
箒
磐
ひ
q
ひ
q
ぎ
冨
．
讐
ω
蒔
ω
画
聖
覧
ゆ
q
Φ
村
題
p
ω
唱
鍵
び
吋
δ

◎
魁
。
＼
び
ω
馨
《
鋤
ω
渥
鷺
鑓
（
9
。
．
讐
ω
磁
ω
曽
覧
の
8
q
島
閃
鋤
．
o
財
Φ
臼
。
っ
鶏
げ
臨
ω
◎
鋤
＼

σ
ω
鋤
ヨ
《
曽
ω
岬
2
D
員
餌
詫
『
＜
⇔
儒
ゆ
震
α
篇
．
象
ヨ
①
α
昏
鋤
σ
ω
白
①
島
α
q
ω
∬
p
臓
鐸
ひ
q
o
＼

ω
σ
p
ぴ
N
げ
Φ
α
ゆ
口
ひ
q
惹
o
q
ω
ω
o
＼
）
と
あ
る
。

　
ま
た
、
魍
バ
シ
ェ
〉
幽
、
す
な
わ
ち
『
補
足
さ
れ
た
バ
シ
孟
の
末
尾

（
九
～
頁
－
九
二
頁
）
に
お
い
て
は
、
「
門
本
書
は
】
『
詳
細
な
σ
冨
．
冨
ω
『

（
1
1
讐
ω
侭
。
・
三
猿
に
、
補
足
し
た
も
の
で
あ
る
。
完
。
」
（
σ
冨
．
嵩
ω
δ
ぽ
旨
旨
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ひ
q
Φ
N
置
ぴ
旨
。
冨
N
匿
σ
ω
σ
欝
⑰
q
ω
℃
蝉
．
o
＼
＼
a
N
o
⑰
q
ω
ω
o
＞
と
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

噸
バ
シ
ェ
幅
と
は
す
な
わ
ち
こ
の
ツ
ェ
ン
ポ
の
び
訂
．
ひ
q
け
ω
蒔
ω
そ
の
も
の
で

あ
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
じ
ご
訂
．
讐
ω
碍
ω
と
は
「
誓
い
」
や
「
憲
章
」

を
意
味
す
る
語
で
あ
る
が
（
O
魯
≦
o
o
創
一
8
0
）
、
噌
バ
シ
ェ
臨
の
場
合
は
何

を
指
す
の
か
必
ず
し
も
明
瞭
で
は
な
い
。
『
バ
シ
ェ
婦
の
内
容
は
明
ら
か
に

「
誓
い
扁
や
「
憲
章
し
で
は
な
く
、
物
譜
調
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
一
方
、
本
書
の
内
容
の
大
半
部
分
は
サ
ム
イ
ェ
僧
院
建
立
に
関
わ
る
か
ら
、

本
書
は
『
サ
ム
イ
ェ
僧
院
の
目
録
騙
や
璽
サ
ム
イ
ェ
僧
院
の
遺
教
撫
と
も
呼

ば
れ
た
。
例
え
ば
、
サ
キ
ャ
パ
・
ソ
ナ
ム
ゲ
ン
ツ
ェ
ン
（
ω
節
ω
ξ
鋤
冨

び
ω
o
山
P
四
強
ω
肘
題
毘
B
冨
置
磐
．
＝
二
＝
一
1
＝
二
七
五
）
の
『
王
統
明
示

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

鏡
繍
（
き
ミ
ミ
寓
鷺
ミ
貯
．
帖
§
鴨
㍉
§
晦
．
一
三
六
八
年
成
立
？
）
は
、
『
サ

ム
イ
ェ
僧
院
の
歪
畠
鐵
ぴ
q
農
（
び
し
り
織
ミ
　
受
織
切
　
魯
賊
　
隷
織
　
財
N
冨
）
な
る
書
を
引
用

し
て
い
る
が
、
そ
の
引
用
内
容
か
ら
い
っ
て
明
ら
か
に
『
バ
シ
ェ
臨
の
こ
と

　
　
⑨

で
あ
る
。
ま
た
、
～
六
四
五
年
か
ら
一
六
六
五
年
に
か
け
て
パ
ヲ
ニ
世
・
ツ

ク
ラ
ク
テ
ン
ワ
（
∪
℃
鋤
．
σ
o
讐
ω
忽
α
q
訂
o
q
O
鐸
Φ
嵩
α
q
σ
餌
二
五
〇
四
一
一
五
六

六
）
に
よ
っ
て
編
ま
れ
た
歴
史
書
の
大
作
『
学
者
の
喜
宴
撫
（
G
ぎ
吃
ミ
ミ
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

ミ
ぎ
禽
鷺
、
帖
曇
、
動
§
N
．
一
五
四
五
－
一
五
六
四
年
成
立
）
の
、
特
に
い
わ

ゆ
る
前
壷
期
を
扱
う
智
の
章
に
て
、
『
バ
シ
ェ
臨
は
何
度
も
引
用
さ
れ
て
い

る
が
、
章
宋
の
参
考
文
献
リ
ス
ト
（
四
六
〇
頁
）
に
は
「
『
サ
ム
イ
ェ
僧
院

の
大
目
録
』
ま
た
は
王
統
記
で
あ
る
大
・
中
の
『
ワ
シ
ェ
臨
」
（
寓
§
謡
旨
霧

ミ
寒
ミ
簿
爵
さ
§
§
ざ
ミ
乙
防
ミ
重
職
貯
、
簿
譜
織
簿
帖
、
ミ
薦
）
と

あ
る
。

　
さ
て
、
チ
ソ
ン
デ
ツ
ェ
ン
の
σ
惹
－
ひ
q
け
匹
ひ
q
ω
と
し
て
バ
・
セ
ル
ナ
ン
に
よ

り
作
成
さ
れ
、
各
地
に
置
か
れ
た
三
通
の
う
ち
の
　
つ
が
騨
バ
シ
晶
で
あ

っ
た
、
と
し
よ
う
。
で
は
そ
の
場
合
、
騨
バ
シ
ェ
騙
と
そ
の
他
の
二
通
と
の

関
係
は
ど
う
な
る
の
か
？
こ
の
三
通
と
関
係
が
あ
る
よ
う
に
も
見
え
る
書
が
、

十
三
世
紀
の
高
僧
サ
キ
ャ
パ
ン
デ
ィ
タ
（
G
o
9
ω
温
良
O
①
昌
縣
三
＄
搾
q
鐸
仙
ゆ
q
鋤
．

叫
堕
皇
。
一
臼
窃
冨
コ
．
一
一
八
二
一
ご
一
五
一
）
著
の
『
善
男
子
た
ち
に
送
る
手

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

豊
島
（
の
書
禽
ミ
§
ミ
廿
黛
、
㌔
ミ
ミ
恥
、
織
愚
ミ
反
目
、
門
歯
題
）
に
お
い
て
引

用
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
手
紙
に
は
、
『
ギ
ャ
ル
シ
ェ
葡
（
肉
醤
ミ
簿
詮
ミ
）
、

『
パ
シ
ェ
隔
（
9
犠
、
伽
簿
ミ
）
、
『
バ
ン
シ
ェ
㎏
（
じ
δ
§
題
曾
譜
職
）
と
い
う
三

種
の
歴
史
書
が
引
用
し
て
い
る
が
、
こ
の
う
ち
の
『
パ
シ
慮
は
明
ら
か
に

『
バ
シ
ェ
』
の
こ
と
で
あ
る
。

　
～
方
ス
ム
パ
ケ
ン
ポ
（
し
り
⊆
ヨ
b
p
ヨ
匪
9
。
昌
唱
。
く
Φ
ω
7
①
ω
α
唱
巴
げ
唄
。
鉾
一

七
〇
四
－
一
七
八
八
）
は
、
歴
史
書
『
パ
ク
サ
ム
ジ
ョ
ン
サ
ン
暁
（
b
層
黛
偽

　
　
　
　
　
　
⑫

訂
ミ
累
月
§
曾
ミ
蒔
）
に
て
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
（
三
〇
四
頁
）
。

【
歴
史
書
の
記
述
の
】
大
部
分
の
元
に
な
っ
て
い
る
呪
バ
シ
轟
と
い

う
【
書
】
は
、
バ
・
セ
ル
ナ
ン
と
バ
・
サ
ン
シ
な
ど
が
サ
ム
イ
ェ
僧
院

の
歴
史
を
編
纂
し
、
僧
、
王
、
大
臣
の
と
こ
ろ
に
そ
れ
ぞ
れ
留
め
た
も
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の
だ
が
、
そ
れ
に
対
し
、
【
そ
れ
ら
に
】
少
々
の
増
減
を
施
し
た
『
ラ

シ
ェ
臨
（
匪
ラ
マ
の
遺
教
）
、
噸
ギ
ェ
ル
シ
ェ
臨
（
薩
王
の
遺
教
）
、
『
ロ
ン

シ
ェ
臨
（
1
1
大
臣
の
遺
教
）
と
い
う
親
書
が
で
き
て
、
後
に
文
章
等
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

長
短
の
あ
る
も
の
も
幾
つ
か
成
立
し
た
。

　
さ
ら
に
、
十
九
世
紀
ア
ム
ド
の
名
刹
ラ
プ
ラ
ン
僧
院
を
申
心
に
活
躍
し
た

高
僧
ア
ク
・
シ
ェ
ラ
ブ
ギ
ャ
ム
ツ
ォ
（
〉
》
評
げ
¢
ω
げ
Φ
ω
建
げ
村
尊
鋤
ヨ
誘
げ
。
．

一
八
〇
三
1
～
八
七
五
）
は
、
自
ら
の
見
聞
き
し
た
稀
槻
書
の
リ
ス
ト
導
偽

鍾
ミ
煽
職
隷
§
辱
織
、
題
、
S
蒔
賢
ミ
。
勘
耐
駄
§
聴
蝿
ミ
ミ
鳩
帖
慰
書
袋
瀞
§
ミ
縞

簿
ミ
職
鷺
、
焼
N
ご
ご
駄
、
ミ
ミ
堕
二
塁
鴨
ミ
職
寒
。
織
鷺
（
別
名
筑
ア
ク
の
【
稀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

観
書
】
リ
ス
ト
』
〉
毎
ぎ
ミ
ミ
。
量
蒔
）
を
残
し
た
。
こ
の
リ
ス
ト
の
「
伝

記
・
仏
教
史
・
歴
史
扁
（
讐
鋤
ヨ
夢
胃
。
ぎ
ω
げ
鴫
§
ゆ
q
住
Φ
σ
跨
Φ
「
）
項
に
挙
げ

ら
れ
る
の
が
、
『
バ
シ
ェ
鵬
を
含
む
次
の
墨
書
で
あ
る
。

バ
・
シ
ェ
ル
ナ
ン
な
ど
王
国
の
大
臣
が
編
纂
し
た

（
甦
織
N
　
“
N
隷
鴨
織
）
、
噛
ラ
シ
ェ
漏
　
（
“
貯
　
ぴ
N
諒
帖
織
）
、

　
　
⑮

贈
簿
ミ
）

『
ギ
ェ
ル
シ
ェ
陣

『
バ
シ
ェ
撫
（
怨
黛

つ
ま
り
、
三
ヶ
所
に
置
か
れ
た
ツ
ェ
ン
ポ
の
σ
冨
、
聡
ω
蒔
ω
と
『
バ
シ
島
、

そ
し
て
『
バ
シ
ェ
』
と
そ
の
他
の
二
書
と
は
明
ら
か
に
関
係
が
あ
る
の
だ
が
、

委
細
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
そ
も
そ
も
『
ギ
ェ
ル
シ
ェ
臨
や
『
ラ
シ
ェ
歴
、

ま
た
『
バ
ン
シ
ェ
』
や
『
ロ
ン
シ
孟
な
ど
と
呼
ば
れ
る
書
は
ど
の
よ
う
な

内
容
を
持
つ
の
か
？
残
念
な
が
ら
、
い
ま
だ
こ
れ
ら
の
書
は
未
発
見
な
の
で

あ
る
。

＊

＊

＊

　
も
う
一
つ
の
問
題
は
、
『
バ
，
シ
ェ
』
各
写
本
の
流
布
状
況
を
解
明
す
る
こ

と
、
で
あ
る
。
『
バ
シ
ェ
隔
と
は
こ
と
ほ
ど
左
様
に
チ
ベ
ッ
ト
史
学
に
お
け

る
重
要
文
献
な
の
に
も
拘
わ
ら
ず
、
本
書
の
版
本
は
作
ら
れ
な
か
っ
た
よ
う

で
、
少
な
く
と
も
、
乞
わ
れ
の
知
る
限
り
、
現
在
に
伝
わ
る
『
バ
シ
急
は

全
て
写
本
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
版
本
が
作
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
は
、
『
バ

シ
ェ
』
に
多
く
の
異
本
を
誕
生
さ
せ
る
一
要
因
と
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
例

え
ば
悶
学
者
の
喜
宴
聴
の
冒
章
に
は
、
様
々
な
異
本
『
バ
シ
ェ
』
が
引
用

さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
『
バ
シ
ェ
血
（
肉
ぴ
織
　
魅
N
諒
鳴
織
）
に
加
え
、
『
本
物

の
バ
シ
ェ
』
（
沁
下
灘
書
織
ぎ
§
題
§
斜
）
、
『
不
純
な
バ
シ
ェ
魎
（
沁
貯

貯
四
丁
ミ
民
q
§
）
、
『
大
バ
シ
ェ
』
（
二
八
織
贈
N
討
恥
儀
ら
隷
鴨
腎
賢
）
、
『
中
バ
シ
ェ
舳

（
沁
伽
織
伽
N
隷
馬
職
　
、
贈
＼
尋
帽
鋤
織
）
な
ど
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
少
な

く
と
も
＝
ハ
世
紀
に
お
い
て
は
こ
れ
だ
け
の
『
バ
シ
ェ
』
の
異
本
が
併
存
し

て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

　
し
か
も
こ
れ
ら
『
バ
シ
ェ
瞼
の
異
本
は
、
時
に
お
い
て
相
互
に
異
な
る
記
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述
を
載
せ
る
。

に
あ
る
。

『
学
者
の
喜
洋
船
（
三
五
八
！
三
五
九
頁
）
に
は
、
次
の
よ
う

『
大
バ
シ
轟
に
よ
る
と
、
「
試
み
」
の
平
々
は
サ
ム
イ
ェ
落
成
祝
い

の
後
に
授
戒
し
た
が
、
磯
中
バ
シ
ェ
聴
に
よ
る
と
、
授
戒
は
サ
ム
イ
ェ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

落
成
の
後
で
は
あ
る
が
落
成
祝
い
の
前
に
行
わ
れ
た
。

　
ま
た
、
ゴ
i
・
ロ
ツ
ァ
ワ
シ
ョ
ン
ヌ
ペ
ル
（
．
Ω
o
巴
。
匿
．
簿
び
鋤
ゆ
q
斗
。
謬
巨

9
巴
．
＝
二
九
二
i
一
四
八
一
）
著
の
歴
史
書
『
青
冊
史
棘
（
b
S
ミ
ミ

§
晦
。
謡
昼
9
一
四
七
六
一
一
四
七
八
年
成
立
）
中
に
お
い
て
、
『
純
バ
シ
ェ
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

を
引
用
し
た
、
と
わ
ざ
わ
ざ
記
す
の
も
、
当
時
『
バ
シ
ェ
騙
の
異
本
が
数
種

知
ら
れ
て
い
た
か
ら
に
違
い
な
い
。

　
さ
ら
に
、
既
に
引
用
し
た
と
お
り
、
『
バ
シ
ェ
臨
の
一
写
本
で
あ
る
『
補

足
さ
れ
た
バ
シ
ェ
聴
（
九
二
頁
第
三
行
目
一
第
四
行
目
）
に
は
、
次
の
よ
う

に
あ
っ
た
。『

詳
細
な
バ
シ
ェ
舳
（
⑭
棒
下
簿
ミ
三
管
鷺
）
と
し
て
知
ら
れ
る

門
書
］
は
注
釈
を
本
文
と
し
て
記
し
て
あ
る
の
で
、
文
が
よ
り
多
く
な

っ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。

　
『
バ
シ
ェ
諺
』
に
は
、
ア
テ
ィ
シ
ャ
の
入
蔵
と
い
っ
た
十
一
世
紀
の
情

報
が
含
ま
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
『
バ
シ
ェ
隔
が
後
世
に
伝
わ
る
過
程
で
、
新

た
に
内
容
が
補
足
、
あ
る
い
は
改
定
さ
れ
、
そ
し
て
そ
の
結
果
と
し
て
様
々

な
異
本
が
生
み
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
要
す
る
に
、
『
バ
シ
ェ
』
に
は
多
く
の
異
本
が
あ
り
そ
れ
ぞ
れ
内
容
が
違

っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
ま
ず
は
現
在
あ
る
写
本
テ
キ
ス
ト
を
比
較
検
討
す
る

こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
特
に
中
国
か
ら
新
し
く
出
版
さ
れ
た
舞
巴
協
》

匪
編
』
の
う
ち
、
G
隷
8
、
曾
§
お
鴨
国
争
§
替
ミ
。
が
ど
の
よ
う
な
テ
キ

ス
ト
で
あ
る
の
か
、
詳
し
く
検
討
を
加
え
る
必
要
が
あ
る
。

　
一
方
で
逸
文
と
し
て
残
る
『
バ
シ
ェ
』
各
種
写
本
の
回
収
を
行
う
必
要
が

あ
る
。
先
に
述
べ
た
と
お
り
、
『
学
者
の
喜
宴
』
の
冨
章
に
は
、
様
々
な
異

本
『
バ
シ
ェ
』
が
大
量
に
引
用
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
う
ち
の
ど
の
写

本
が
現
行
『
バ
シ
ェ
臨
の
ど
れ
と
～
致
す
る
の
か
、
検
討
さ
れ
て
い
な
い
の

が
現
状
で
あ
る
。
こ
れ
ら
逸
文
を
収
集
し
て
既
出
版
の
『
バ
シ
ェ
騙
と
比
較

検
討
し
て
い
く
こ
と
は
、
現
在
の
『
バ
シ
ェ
』
各
写
本
が
、
何
時
ど
の
よ
う

に
成
立
し
た
か
を
知
る
上
で
不
可
欠
な
作
業
で
あ
ろ
う
。

　
さ
ら
に
注
意
す
べ
き
は
、
『
バ
シ
ェ
』
に
関
連
す
る
書
物
の
存
在
で
あ
る
。

こ
れ
ら
他
書
の
存
在
は
、
『
バ
シ
ェ
匝
と
は
そ
も
そ
も
ど
の
よ
う
な
書
で
あ

っ
た
の
か
、
を
考
察
す
る
う
え
で
非
常
に
重
要
で
あ
る
。
そ
し
て
先
述
し
た

よ
う
に
、
十
二
世
紀
に
サ
キ
ャ
パ
ン
デ
ィ
タ
は
『
パ
シ
ェ
』
と
と
も
に
『
ギ
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ヤ
ル
シ
ェ
』
、
『
バ
ン
シ
ェ
価
な
る
書
物
を
引
用
し
た
。
つ
ま
り
少
な
く
と
も

十
二
世
紀
に
は
、
噌
バ
シ
ェ
燥
以
外
に
上
記
二
書
を
セ
ッ
ト
と
し
て
認
識
し

て
い
た
の
で
あ
る
。
『
バ
シ
ェ
画
と
姉
妹
本
と
の
関
係
は
、
少
々
形
を
変
え

つ
つ
も
と
に
か
く
後
世
に
認
識
さ
れ
続
け
た
の
で
あ
っ
た
。

　
現
在
我
々
の
手
に
は
『
バ
シ
ェ
臨
し
か
な
く
、
『
ラ
シ
ェ
睡
、
『
ギ
ェ
ル
シ

ェ
』
、
『
ロ
ン
シ
ェ
繍
な
ど
姉
妹
書
の
行
方
は
杳
と
し
て
知
れ
な
い
。
ま
た

魍
バ
シ
蓋
写
本
が
チ
ベ
ッ
ト
に
お
い
て
比
較
的
流
通
し
て
い
た
こ
と
は

様
々
な
書
に
引
用
さ
れ
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
が
、
他
の
他
書
の
流

通
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
の
か
、
現
在
に
い
た
る
ま
で
逸
文
さ
え
も
発
見
さ

れ
て
い
な
い
。

　
で
は
、
そ
も
そ
も
他
書
は
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
の
か
？
し
か
し
、
先
に

述
べ
た
ア
ク
・
シ
ェ
ラ
ブ
ギ
ャ
ム
ツ
ォ
の
手
に
な
る
稀
観
本
リ
ス
ト
に
は
、

『
バ
シ
ェ
幅
と
と
も
に
二
三
ェ
ル
シ
ェ
』
と
『
ラ
シ
ェ
㎏
な
る
二
一
が
言
及

さ
れ
て
い
た
。
も
し
、
彼
が
実
際
に
目
賭
し
た
書
物
に
基
づ
い
て
こ
の
リ
ス

ト
を
作
成
し
た
と
す
れ
ば
、
噌
バ
シ
ェ
睡
に
関
係
深
い
は
ず
で
あ
る
二
書
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

十
九
世
紀
に
は
ま
だ
存
在
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
～
九
五
九
年
以
降
に
お
い
て
、
チ
ベ
ッ
ト
語
文
献
の
稀
郵
書
や
散
逸
書
が

再
発
見
さ
れ
る
こ
と
は
珍
し
い
こ
と
で
な
い
。
亡
命
チ
ベ
ッ
ト
人
が
持
ち
出

し
た
大
量
の
チ
ベ
ッ
ト
語
文
献
と
亡
命
し
た
高
僧
に
よ
っ
て
、
世
界
の
チ
ベ

ッ
ト
学
は
長
足
の
進
歩
を
見
た
。
ま
た
、
中
華
人
民
共
和
国
の
　
部
と
な
っ

た
チ
ベ
ッ
ト
地
域
か
ら
も
、
そ
の
後
多
く
の
稀
留
書
が
活
字
出
版
さ
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
。
稀
控
書
や
散
逸
書
の
再
発
見
と
出
版
は
、
現
在
で
も
続
い
て

お
り
、
例
え
ば
、
古
代
期
の
九
世
紀
初
め
に
編
纂
さ
れ
た
が
そ
の
後
散
逸
し

た
と
長
ら
く
考
え
ら
れ
て
い
た
仏
典
目
録
の
一
つ
、
『
パ
ン
タ
ン
マ
目
録
撫

が
な
ん
と
西
蔵
自
治
区
の
西
蔵
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

二
〇
〇
三
年
に
出
版
さ
れ
た
。
ま
た
『
景
趣
文
集
瞼
を
初
め
と
す
る
カ
ダ
ム

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

派
の
未
出
版
文
献
が
近
年
大
量
に
出
版
さ
れ
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
。
散

逸
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
た
チ
ベ
ッ
ト
文
献
の
再
発
見
は
こ
れ
か
ら
も
続
く

で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
『
バ
シ
ェ
謡
の
未
発
見
写
本
や
、
姉
妹
書
が
世
に
出

る
日
も
そ
れ
ほ
ど
遠
く
な
い
で
あ
ろ
う
。

①
　

『
編
年
記
』
は
敦
煙
出
土
チ
ベ
ッ
ト
語
文
書
勺
Φ
臣
9
臨
σ
二
巴
p
蕗
○
。
○
。
＋
H
O
い

　
ゴ
σ
一
八
O
と
○
烈
○
。
b
。
這
＞
Q
。
刈
に
、
『
年
代
記
㎞
は
同
℃
Φ
誠
9
爲
ぴ
簿
鉱
コ
嵩
。
。
刈
に
そ

　
れ
ぞ
れ
あ
た
る
。
ト
じ
d
碧
。
戸
閃
．
類
．
↓
『
o
ヨ
国
ω
磐
傷
O
『
↓
o
蝶
の
ω
巴
導

　
（
H
逡
O
山
逡
9
．
b
8
ミ
嵩
恥
、
譜
魯
§
N
§
や
ぎ
ミ
§
お
ミ
～
ミ
旨
昏
N
．
ミ
無
驚
越
ミ
へ

　
類
ひ
象
ピ
陣
耳
p
。
三
㊦
9
陣
窪
け
四
房
8
譲
巳
O
Φ
毛
馬
Φ
鉾
℃
餌
「
置
を
始
め
と
し
て
多
く

　
の
研
究
が
あ
る
。
な
お
、
出
土
文
誉
の
種
類
と
そ
の
舗
値
に
つ
い
て
簡
潔
に
知
る

　
に
は
今
の
と
こ
ろ
、
○
．
d
鑓
く
（
H
㊤
お
）
噂
．
．
↓
証
Φ
○
匡
ゴ
σ
2
き
ω
o
霞
。
Φ
ω
o
h
穿
Φ

　
譲
ω
8
憂
。
胤
O
①
ロ
耳
鮎
〉
ω
鐵
¢
0
8
謡
一
＞
O
”
》
o
り
霞
＜
①
ざ
．
．
9
出
母
5
曽
牌
p
⊃
（
Φ
e
簡

　
㌔
、
ミ
§
鳩
ミ
ミ
む
妹
、
ミ
⑦
o
嚇
ミ
6
題
§
ミ
鳴
奪
望
。
塁
黛
㌔
ミ
ー
翻
貯
ミ
§
O
§
妹
ミ
N

　
毎
鴇
翁
じ
づ
鼠
琶
の
ω
貫
〉
冨
α
Φ
二
一
蝕
零
p
。
山
ρ
署
．
b
。
刈
守
G
。
O
戯
が
あ
る
。
た
だ
し
昨
今

　
の
史
料
状
況
と
研
究
状
況
を
鑑
み
る
と
、
新
た
に
ア
ッ
プ
デ
…
ト
版
が
必
要
で
あ

　
ろ
う
。
ま
た
、
現
在
の
古
チ
ベ
ッ
ト
文
書
研
究
の
状
況
に
つ
い
て
知
る
に
は
、
武

　
内
紹
人
（
二
〇
〇
九
）
、
「
古
チ
ベ
ッ
ト
文
献
研
究
の
現
段
階
」
、
魍
東
洋
史
研
究
㎞
、
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チベット語文献『バシェ』研究の最前線（岩尾）

　
第
六
七
巻
第
四
号
、
一
二
三
1
～
二
九
頁
が
あ
る
。

②
例
え
ば
、
U
磐
ζ
母
露
P
類
貯
§
N
撃
ミ
篭
Q
恥
ト
。
巳
。
鐸
ω
Φ
同
ぎ
α
冨
薯
σ
一
陣
。
叩

　
樽
6
臣
ρ
お
零
を
参
照
さ
れ
た
い
。
同
書
に
は
、
主
要
な
チ
ベ
ッ
ト
語
史
書
七
〇
二

．
点
が
成
立
年
順
に
並
べ
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
簡
潔
な
紹
介
が
さ
れ
て
い
る
。
『
バ

　
シ
ェ
』
は
第
～
番
目
、
す
な
わ
ち
最
古
の
文
献
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

③
原
著
は
〉
「
H
＜
。
。
。
望
潮
○
＜
噂
§
穂
導
ミ
．
翻
ミ
帆
融
罫
ミ
．
鳶
ミ
ミ
ミ
ミ
ス
じ
d
芭
卿
9
冨
－

　
o
餌
し
d
巣
山
三
8
．
×
×
×
H
や
お
①
b
。
マ
＜
o
ω
酔
村
田
。
＜
の
死
後
に
ロ
シ
ア
語
に
て
出
版
さ

　
れ
た
が
、
一
九
七
〇
年
の
英
訳
版
に
よ
っ
て
広
く
学
界
に
知
ら
れ
る
こ
と
と
な
つ

　
た
。
筆
者
の
引
屠
は
全
て
英
訳
版
に
よ
る
。
な
お
、
原
著
の
ロ
シ
ア
語
版
は
長
ら

　
く
絶
版
で
あ
っ
た
が
、
二
〇
〇
七
年
に
増
補
を
得
て
再
出
版
さ
れ
た
。
轡
誌
情
報

　
は
以
下
の
と
お
り
。
〉
．
H
．
〈
o
ω
鐸
欝
。
〈
欝
ε
、
〉
・
N
o
臨
コ
（
Φ
e
噂
↓
導
俺
融
隷
ミ
，
鋤
ミ
下

　
軸
．
6
鴨
鮪
神
ミ
．
卜
蹄
Q
ミ
、
袋
ミ
、
ω
磐
κ
『
勺
Φ
け
ω
噌
ぴ
¢
「
ひ
Q
”
囲
¢
ω
匹
き
＞
0
9
0
α
Φ
ヨ
《
O
｛
ω
O
冨
コ
O
Φ
ω
．

　
H
賢
ω
け
累
累
櫛
①
O
鴎
○
鼠
Φ
p
け
巴
ω
け
¢
蝕
Φ
ρ
ω
酔
．
℃
Φ
肯
Φ
N
ω
σ
g
「
鐙
ゆ
「
山
5
0
貫
N
O
O
刈
．

④
σ
け
。
。
き
8
匪
臨
ω
δ
口
α
q
置
Φ
葺
ω
雪
α
露
o
Q
日
導
き
8
ω
δ
σ
9
8
ロ
簿
伽
ヨ
．
一

　
創
¢
ω
琶
飢
O
ω
μ
⑩
9
ρ
ひ
q
Q
α
　
ω
O
o
D
o
H
ヨ
α
N
琴
鳥
O
田
．
一
ω
σ
簿
σ
N
7
①
α
　
N
ぴ
曽
σ
ω
ぴ
け
鋤
『
q
ω
讐
四

　
σ
N
げ
¢
ゆ
q
ω
ω
O
＼
＼

⑤
ω
匿
び
讐
a
「
堕
餌
ω
冨
同
ひ
q
影
o
Q
ω
ヨ
0
7
磐
鋳
≦
ω
。
。
蟷
巨
ω
冨
H
．
脅
ひ
q
冨
。
。
＼
旨

　
印
q
Φ
R
邸
口
願
σ
曽
お
鋤
ヨ
縣
仁
．
山
⊆
『
q
ひ
q
O
＼
ω
ぴ
9
0
σ
N
ぴ
Φ
恥
．
四
一
卿
N
げ
鋤
び
ω
σ
け
食
◎
ぴ
q
ω
日
四
ぴ
N
Φ
ω

　
℃
餌
．
2
旨
コ
＼

⑥
客
団
壁
ゆ
q
逗
謬
旨
ヨ
簿
、
。
α
N
雲
9
象
．
婁
§
偽
§
鴨
薦
蓬
ミ
鑓
営
恥
昏
§
蝿

　
、
冴
凡
．
軌
魯
禽
へ
黛
（
O
p
o
コ
σ
Q
ω
O
国
コ
甑
ぴ
Q
ω
茸
匹
N
O
匹
ω
Φ
ユ
①
ω
昏
ρ
9
蜜
一
げ
P
o
岡
山
”
し
u
o
島
α
0
5
σ
q
ω
ヨ
一

　
住
戸
磐
ゆ
Q
ω
住
唱
Φ
ω
π
同
¢
コ
評
げ
卿
訂
α
q
．
一
Φ
O
Q
G
◎
［
・
甲
国
瓠
開
題
　
舶
賦
∴
尼
臓
剛
目
色
、
　
『
娯
氏
心
示

　
教
源
流
㎞
、
拉
薩
一
西
蔵
人
民
出
版
社
］

⑦
井
内
真
帆
女
史
（
神
芦
市
外
国
語
大
学
客
員
研
究
員
）
の
尽
力
に
よ
り
、
本
書

　
を
落
手
し
得
た
。
記
し
て
謝
す
。

⑧
ω
器
毎
回
σ
ω
。
α
鵠
臼
ω
附
堕
鮭
具
ω
匡
舞
智
ミ
ミ
寓
鵯
ミ
鷺
ご
謹
、
。
毒
巨

　
ユ
ぴ
q
ω
9
①
ω
町
琶
ぴ
q
誓
磐
o
q
’
一
〇
。
。
｝
［
薩
迦
・
索
南
雪
鬼
、
明
西
蔵
王
統
記
』
、
北

　
京
　
民
族
出
版
社
．
］

⑨
　
き
ミ
ミ
首
題
ミ
貯
．
凡
ミ
軸
§
お
（
二
〇
四
こ
口
に
、
「
サ
ム
イ
ェ
の
冨

　
房
『
蒔
ω
（
σ
冨
．
け
ω
㎡
。
。
）
に
よ
る
と
」
云
々
と
あ
る
が
（
σ
鋸
単
巻
ω
節
黒
冨
房
三
帥
Q
ω

　
　
（
σ
冨
．
讐
ω
凝
ω
）
器
）
、
そ
の
引
用
内
容
は
明
ら
か
に
『
バ
シ
ェ
』
の
そ
れ
で
あ

　
る
。

⑩
∪
冨
．
σ
。
讐
ω
罐
焚
ゆ
q
9
話
畠
び
ρ
9
象
、
曾
§
晦
ミ
ミ
§
鷺
、
暁
會
、
無
§
b
。

　
く
。
鉾
匿
「
凝
ω
9
。
。
。
ξ
彰
ひ
q
写
§
ひ
q
’
一
㊤
o
。
①
［
巴
俄
・
出
替
陳
瓦
、
『
智
者
喜
宴
㎞
、

　
北
京
　
民
族
出
版
社
］
．

⑪
貯
恥
ず
黛
寒
貸
．
．
ひ
§
斜
＜
。
＝
卜
。
．
鍵
・
認
σ
介
↓
畠
。
ぴ
§
貯
p
お
①
。
。
．

⑫
ω
駕
ヨ
冨
《
①
ω
匿
．
ω
9
巴
．
9
0
具
9
。
ω
，
ぴ
釜
躍
8
。
。
ゆ
q
び
。
・
§
冒
⇔
ぴ
N
磐
ゆ
q
暫

　
硬
き
ω
信
．
ヨ
一
村
誌
ω
9
Φ
ω
貯
⊆
コ
盛
磐
印
q
”
一
Φ
8
［
隔
心
堪
欽
、
噌
松
巴
仏
教
史
』
、

　
浮
州
　
甘
粛
民
族
量
器
社
｝
■

⑬
号
魯
鉱
9
興
讐
汀
酔
。
。
簿
冨
ユ
ω
審
σ
鵠
巴
8
ω
ω
匿
α
q
ω
巴
ω
欝
口
o
q
目
撃
ぴ
Q
ω
審

　
ω
N
コ
帥
q
ω
践
ω
o
α
q
ω
労
音
ω
ぴ
ω
曽
ヨ
《
鋤
ω
詫
旨
δ
同
題
¢
ω
σ
ω
ゆ
q
翫
び
ω
汁
Φ
α
ぴ
q
Φ
．
α
¢
コ
戦
讐
p
σ
一

　
⊆
O
冨
ゆ
q
q
α
瑠
ヨ
軽
四
〇
励
凶
「
「
Φ
「
Φ
び
N
げ
騨
ひ
q
O
国
訂
℃
げ
ユ
◎
リ
コ
O
降
0
9
路
㈹
N
9
ゆ
α
同
Φ
σ
《
餌
ω
0
9

　
σ
冨
げ
N
冒
①
α
「
鎗
巴
σ
N
げ
O
α
ω
σ
卸
σ
N
ロ
Φ
α
O
Φ
ω
O
鋤
ひ
q
ω
煽
ヨ
σ
曳
鐸
話
手
q

⑱
9
壁
時
ρ
8
冨
終
（
一
8
ω
）
旧
§
ミ
ミ
田
鰻
、
毎
§
智
陰
駄
§
．
富
§
』

　
卜
愛
国
ミ
勘
ミ
魯
勺
p
ゆ
諄
ω
旧
乞
①
≦
】
∪
2
三
■
ロ
．
α
一
b
o
．

⑮
0
9
巳
轟
葛
①
ω
）
’
二
〇
ω
」
H
O
峯
∴
O
マ

⑯
村
萎
び
N
冨
α
。
寡
髪
、
乙
ロ
ぴ
q
。
ω
σ
ω
＄
巳
β
「
σ
ω
曽
ヨ
《
食
。
ω
＆
9
．
ω
酢
8
什
路
輿
量
ω

　
ω
曽
噺
門
巳
「
コ
餌
5
ω
樽
¢
σ
諸
口
5
ゆ
Q
σ
帥
詳
鋤
冠
げ
ω
げ
四
α
鉱
5
伽
q
「
び
蝉
σ
N
『
①
鳥
．
σ
「
ヨ
σ
q
σ
騨
冨
ω

　
び
。
口
国
ヨ
＜
国
。
噂
房
げ
四
附
5
9
0
ω
N
ぴ
巴
ω
「
O
ヨ
⇔
σ
《
鯨
ω
O
妙
．
一
σ
鋤
村
篇
①
民
触
叫
び
酔
霜
σ
鴫
蠕
部
σ
q
σ
四
H

　
び
路
曽
島

⑰
．
O
。
。
。
δ
誘
．
四
び
四
α
q
讐
8
匿
9
認
証
ミ
隷
ミ
恥
躇
§
壼
ω
竪
町
8
旦
臣
伽
Q
ω

　
9
Φ
ω
ξ
農
聾
き
ゆ
q
」
㊤
○
。
帆
．
門
『
青
史
』
、
成
都
一
四
川
民
族
出
版
社
］
、
五
〇
頁
。

　
O
h
’
O
．
カ
O
Φ
鳳
0
7
P
ゆ
恥
9
、
↓
7
①
　
ω
一
‘
Φ
　
》
二
四
p
」
『
噂
O
巴
O
¢
暮
9
　
国
O
《
舘
　
〉
ω
置
自
O

　
Q
り
o
o
δ
覗
く
o
h
ゆ
Φ
づ
ゆ
q
旺
’
O
’
く
噛
ω
Φ
．
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⑬
囚
。
菩
監
鴨
曽
ぴ
q
ω
B
．
9
§
σ
q
讐
霧
徳
山
勾
題
巴
冨
望
。
σ
N
磐
σ
q
目
峯
鋤
。
。

　
鳴
魯
（
編
）
の
O
§
N
鵯
ら
§
ミ
建
象
晦
ミ
さ
N
㌧
ミ
婁
§
ミ
§
鴨
ミ
譜
ミ
．
一
〇
㊤
笛

　
［
『
雪
域
歴
代
名
人
辞
典
㎞
、
蘭
州
　
甘
藷
民
族
出
版
社
嗣
に
よ
る
と
、
彼
は

　
「
ウ
・
ツ
ァ
ン
な
ど
他
の
僧
院
に
お
行
き
に
な
っ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
ラ
プ

　
ラ
ン
・
タ
シ
キ
ル
僧
院
に
て
聞
思
修
の
三
つ
と
、
説
法
・
議
論
・
著
作
の
三
つ
に

　
よ
っ
て
生
涯
を
過
ご
さ
れ
た
偏
（
八
九
六
買
）
と
あ
る
。
彼
が
実
際
に
稀
四
書
を

　
見
た
と
す
れ
ば
、
リ
ス
ト
の
大
半
は
ア
ム
ド
の
侮
処
か
、
あ
る
い
は
ラ
プ
ラ
ン
僧

　
院
の
蔵
書
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

⑲
b
神
ミ
急
轟
暮
§
お
漣
§
晦
ミ
額
＼
誓
、
曾
ミ
貯
ミ
忘
鮎
漁
即
題
．
ζ
ζ
一
σ
q
。
・

　
9
Φ
ω
す
暮
σ
q
讐
§
ゆ
Q
る
O
O
ω
［
『
労
塘
目
録
　
声
明
要
領
二
巻
葱
、
北
京
一
民
族
出

　
版
社
｝
．
こ
の
書
が
出
版
さ
れ
る
や
、
パ
ン
タ
ン
マ
語
録
に
関
す
る
次
の
よ
う
な

　
研
究
が
矢
継
ぎ
早
に
三
報
出
さ
れ
た
こ
と
は
、
如
侮
に
こ
の
臼
録
に
対
す
る
注
目

　
度
が
高
い
か
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。
ρ
出
泣
賦
器
筍
8
心
）
、
目
σ
簿
き
¢
ご
＆
警
－

　
δ
良
器
嬉
ω
8
肘
巴
H
餌
8
富
δ
α
q
g
陣
。
ヨ
窪
Φ
H
日
箆
台
逗
0
8
肘
け
o
h
．
℃
獣
磐
α
q
響
き
㎎

　
臼
げ
Φ
肉
ミ
紺
こ
馬
b
口
N
ミ
職
ミ
象
＜
o
ピ
ω
①
、
川
越
覆
工
（
二
〇
〇
六
国
）
、
「
噸
パ
ン
タ
ン

　
目
録
㎞
の
研
究
」
、
『
日
本
西
蔵
学
会
々
報
㎞
、
第
五
一
号
、
～
一
五
1
　
一
一
二
頁
、

　
川
越
英
真
（
二
〇
〇
五
σ
）
、
匹
囚
震
0
7
臼
・
o
q
．
勺
『
昏
晦
箭
き
騨
q
ヨ
ρ
仙
台
一
東
北
イ

　
ン
ド
・
チ
ベ
ッ
ト
研
究
会
．

⑳
そ
の
価
値
に
つ
い
て
は
、
吉
水
千
鶴
子
（
二
〇
〇
八
）
、
「
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
研
究

　
に
新
階
代
を
開
く
か
」
、
『
東
方
睡
、
第
三
三
二
号
、
二
〇
…
二
三
頁
を
参
照
さ
れ

　
た
い
。

補
診
　
脱
稿
後
、
次
の
論
考
を
知
っ
た
。
津
曲
真
一
、
轟
バ
シ
ェ
』
訳
註
（
一
）

ー
マ
シ
ヤ
ン
・
ド
ム
パ
キ
ェ
の
失
脚
一
」
、
『
四
天
王
寺
大
学
紀
要
』
、
第
五
十

号
（
工
〇
一
〇
）
、
四
二
九
…
四
六
二
頁
。
本
稿
で
言
う
『
バ
シ
ェ
〉
』
の
翻
訳
で

あ
る
。
併
せ
て
参
照
さ
れ
た
い
。

（200）200

（
神
戸
市
外
国
語
大
学
客
員
研
究
員
）


